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第１章　計画の策定にあたって

１　計画策定の背景

近年、少子高齢社会の到来をはじめとして、社会構造が大きく変化しています。また、人々の価値観や考え方、ライフスタイルも多様化しています。

こうした中、家庭や地域がお互いに助け合う機会が減ったり、地域住民同士の付き合いが少なくなったりしてきています。また、ひきこもり、子育て家庭の孤立、児童・高齢者虐待などの社会問題が顕在化しています。

国では、このような社会の変化に対応し、だれもが安心して暮らせる福祉社会を将来にわたりつくっていくために、「社会福祉基礎構造改革」と呼ばれる福祉制度の根幹的な改革が進められています。この構造改革の具体的な方向性のひとつとして、「地域での生活を総合的に支援するための地域福祉の充実」が掲げられています。これを受け、平成12年に社会福祉法が全面改正され、地域福祉の推進が法的に明記されました。

社会福祉法の中で福祉サービスは、個人の尊厳の基に、利用者が心身ともに健やかに育成され、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、良質かつ適切なものでなければならないとされています。

そのために、福祉サービスを必要とする地域住民が、地域社会を構成する一員として日常生活を営むことができ、社会や経済、また文化などのさまざまな分野の活動に参加する機会がもてるよう地域福祉を推進していくことが必要です。

行政には、地域住民や福祉活動団体、あるいは事業者など地域に関わるすべての人たちと協働して、福祉サービスを必要としている人を支えていく「地域福祉推進」の仕組みづくりが求められます。

２　計画策定の趣旨

（１）計画策定の目的

すべての市民が、住み慣れた地域で、家族や隣近所とのきずなを保ちながら、地域の一員としてのつながりを持ち、共に支えあうことによって、安心した生活を送ることが重要です。

そのためには、住民同士の支えあいによる支援と公的なサービスの充実を両輪とした地域福祉の推進が必要です。

この計画は、地域福祉関連施策の推進と仕組みづくりを通して、幅広い地域住民や事業者などの参加と協働のもとに、安心して暮らせる福祉社会を実現することを目的とします。
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（社会福祉法（平成12年6月改正）より抜粋）


（地域福祉の推進）

第４条　地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が与えられるように、地域福祉の推進に努めなければならない。
　

（２）計画の基本的な視点

地域福祉計画の基本的な視点としては、次に掲げる内容となります。

１　身近な生活圏を尊重する視点
日常暮らしている身近な生活圏での福祉を重視すること。

２　利用者主体の視点
福祉サービス利用者の選択の自由が確保されること。

認知症高齢者や知的障害者をはじめとした社会的弱者の権利擁護が維持されること。

３　公民協働の視点
行政、地域住民、社会福祉協議会・事業者などの役割分担を踏まえながら、地域福祉の推進にあたること。

４　住民参加の視点
地域福祉の実現にあたっては、地域住民の主体的な取り組みを尊重すること。




３　計画の位置づけ

（１）地域福祉計画の位置づけ

「地域福祉計画」は、多くの地域住民から出された課題に対して、市が地域で行う取り組みの方向性や基本的な考えを示し、今後、施策を展開していく上での基本事項を定めるものであり、いわば地域福祉を推進するための基本計画的な役割を担うものです。

また、地域の生活課題の解決に向けて、さまざまな主体が地域で展開する取り組みを計画的に進める道筋を示すという役割も担っています。
「地域福祉計画」は、社会福祉法の中で、以下のように位置づけられています。

（社会福祉法（平成12年6月改正）より抜粋）


（市町村地域福祉計画）

第１０７条　市町村は、地方自治法第２条第４項の基本構想に即し、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者その他社会福祉に関する活動を行う者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるとともに、その内容を公表するものとする。

１　地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項

２　地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項

３　地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
（２）その他の計画との関係
地域福祉計画は、「第５次豊川市総合計画」を上位計画とした個別計画であり、地域福祉を推進するための目標を定め、取り組みを体系化する基本計画としての性格を持つものです。

支援を必要とする対象者ごとに策定された各計画に共通する地域福祉推進のための理念を相互につなぐとともに、各計画の施策が地域において、より効果的に展開されることを推進する役割を担っています。












（３）地域福祉計画と地域福祉活動計画との関係
地域福祉計画が行政計画として、また、社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画は住民活動計画として、地域福祉の推進をめざすものであることを考えると、両計画は「対」をなす計画といえます。

「地域福祉活動計画」に「地域福祉計画」の実現を支援するための施策を盛り込むなど、相互に連携することが重要です。


関連計画の概要

【第５次豊川市総合計画】

	策定年次
	平成18年３月

	計画期間
	平成27年度までの10か年

	基本理念
	光と緑に映え、ゆたかで、住みよい、夢のあるまち（豊川市の将来像）

	計画の体系
	１　基本目標1

　《安全で快適な生活環境が整っています》

政策1　安全・安心

交通安全対策の強化、防災対策の推進、消防体制の充実、救急体制の充

実、地球環境の保全、ごみの減量化の推進、衛生環境の向上、排水対策の推進、水の安定供給

２　基本目標2

　《健康で生き生きと暮らせる人が増えています》

政策2　健康・福祉

健康づくりの推進、地域医療体制の充実、子育て支援の推進、高齢者福

祉の推進、障害者福祉の推進、ひとり親家庭支援の推進

３　基本目標3

　《住み心地よいまちの空間が生み出されています》

政策3　建設・整備

住環境の整備、公共交通の利便性向上、道路交通網の充実、緑のまちづ

くりの推進

４　基本目標4

　《あらゆる世代の人が豊かな心を育んでいます》

政策4　教育・文化

学校教育の推進、生涯学習の推進と文化の振興、スポーツの振興

５　基本目標5

　《個性があり活力あるまちになっています》

政策5　産業・交流　

農業の振興、工業の振興、商業の振興、中心市街地の活性化、観光の振興、雇用の安定と勤労者福祉の充実、国際化と国際交流の推進

６　基本目標6

　《効率的で効果的な行財政運営が行われています》

政策6　行政・協働

コミュニティ活動・市民活動の推進、男女共同参画社会の形成、開かれ　

た市政の推進、地域情報化の推進、行政サービスの向上、職員の育成と適正な人員配置、健全な財政運営の推進


【第３期豊川市老人保健福祉計画・介護保険事業計画】

	策定年次
	平成18年３月

	計画期間
	平成20年度までの３か年

	基本理念
	人生　悠々・快適・安心ライフを楽しむまち

	計画の体系
	１　地域で支え合う福祉環境づくり

《地域ケア体制の確立》
保健・福祉・医療の連携、生活の安定のために必要な援助、地域包括支

援センターの設置、地域の社会資源を活用した継続的かつ包括的なケアの総合的な推進

《地域福祉の推進》
福祉に関する情報提供や意識啓発、学校教育における福祉教育、ボラン

ティア活動や交流事業の充実、ボランティアの育成

《生きがいづくりへの支援》
老人クラブ活動への積極的な参加の促進、65歳までの継続雇用や再就

職の支援、シルバー人材センターの充実、学習機会の提供、生涯スポーツの促進

《高齢者が住みやすい都市環境整備》
施設環境の整備、交通安全教育の実施、消費者被害防止のための啓発活

動、シルバーハウジングの計画的な設置、生活援助員の派遣

２　笑顔を育む健康づくり
《健康づくりの推進》
保健福祉関係機関・団体等との事業の連携、ネットワークの構築

《生活習慣病対策の充実》
生活機能低下の早期発見、介護保険・福祉関係機関との連携体制の構築

３　安心のサービス体制づくり
《介護予防の推進》
適切なサービスの提供及び環境の整備

《福祉サービスの充実》
在宅サービスの充実、施設サービスの充実

《介護保険制度の安定的運営》


【第２次豊川市障害者福祉計画】

	策定年次
	平成18年３月

	計画期間
	平成27年度までの10か年

	基本理念
	「ノーマライゼーション」＆「リハビリテーション」

	計画の体系
	１　理解の促進を図る

《広報啓発活動の充実》

広報活動の充実、啓発事業の実施、講演会や福祉講座の充実、障害者団

体との連携、公共窓口における障害者への配慮

《啓発教育や交流の促進》
啓発教育の促進、交流の場の確保

２　まちに出る・まちで安心して暮らし続けるための施策を充実する
《福祉のまちづくりの推進》
公共施設の整備、公園・緑地の整備、道路の整備、市営住宅の整備、住

宅改善に対する助成制度の周知、福祉マップの作成

《移動・交通対策の推進》
公共交通機関の整備促進、交通安全施設の整備、助成制度等の周知

《防災対策の整備》
緊急通報体制の充実、避難誘導体制の整備、防災知識の普及促進、障害

者向け災害マニュアルの作成

《権利擁護等の推進》
地域福祉権利擁護事業の周知、成年後見制度の周知

３　地域に根ざした保健・医療サービスを充実する
《疾病の予防と早期発見、適切な健康管理》
生涯を通じた健康づくりの推進、母子健康管理対策の推進、成人健康管

理対策の推進、精神保健福祉対策の推進、難病保健医療相談・情報提供の充実

《医療体制等の充実》
医療・リハビリテーションの充実、医療給付等の充実、歯科健診事業等

の充実

４　地域生活を支える福祉サービスを充実する

《地域生活支援体制の整備》

相談体制の充実、ピアカウンセリングの充実、在宅障害者の地域生活支

援及び施設入所者の地域生活移行支援、発達障害児（者）に対する支援体制の整備、精神障害者の地域生活支援の推進
《自立を促す福祉サービスの充実》

ホームヘルプサービスの充実、ショートステイ事業の推進、デイサービ

ス事業の推進、障害児タイムケア事業、給付事業等の制度の周知、コミュニケーション支援
《地域生活を支える施設サービスの整備促進》

グループホーム等の整備促進、交流拠点の利用促進、広域的な施設整備

の促進


	計画の体系
	５　個性を尊重し可能性を伸ばす支援を充実する

《就学前教育・保育の充実》

障害児保育の推進、指導内容の充実、関係機関と連携強化
《学校教育の充実》

就学指導体制の充実、特別支援教育の充実、交流教育の推進

《相談の充実》

就学・教育相談の充実

６　生きがいをもてるライフスタイルづくりを支援する

《生涯学習や文化・スポーツ活動の推進》

情報提供の推進、学習機会の提供、図書サービスの充実、スポーツ大会

等の開催、文化・体育施設等の充実、文化活動の支援

《指導者・ボランティアの育成》

指導者育成の促進、派遣体制の確立

７　自立と社会参加を促す就労を支援する

《雇用の促進と就労機会の拡大》

障害者雇用に対する理解促進、障害者雇用の機会の拡大、職業訓練の場

の充実

《福祉的就労の充実》

授産施設等の整備支援、小規模作業所への支援、福祉ショップ等への支

援

《経済的安定の確保》

各種手当の充実、各種料金等の軽減

８　市民との協働による地域福祉活動を推進し地域ネットワークを形成する

《市民との協働による地域福祉活動の推進》

ボランティア活動の推進、ボランティア・市民活動センターの充実、

ボランティアの育成、社会福祉協議会等との連携
《地域ネットワークの形成》

地域福祉活動の拠点施設、地域のネットワーク化の促進

９　施策を総合的に展開する推進体制を整備する

《計画推進への市民参画》

市民参加による計画の評価

《庁内体制の確立・充実》

庁内関係各課の連携強化


【第１期豊川市障害福祉計画】

	策定年次
	平成19年３月

	計画期間
	平成20年度までの３か年

	基本理念
	「ノーマライゼーション」＆「リハビリテーション」

	計画の体系
	１　基本目標

自立して　ともに暮らす　地域で暮らす

２　サービス提供体制の確保に関する基本的な考え方

・必要な訪問系サービスを保障

　・希望する日中活動系サービスを保障

　・グループホーム等の確保を図り、施設入所等から地域生活への移行を推進

・福祉施設から一般就労への移行等を推進

３　サービスの見込量及びその確保のための方策

　（１）指定障害福祉サービス及び指定相談支援の見込量の設定

・訪問系サービス

・日中活動系サービス

・居住系サービス

・指定相談支援（サービス利用計画作成）

　（２）地域生活支援事業の実施に関する事項

・相談支援事業

・コミュニケーション支援事業

・日常生活用具給付等事業

・移動支援事業

・地域活動支援センター事業

・訪問入浴サービス事業

・更生訓練費給付事業

・日中一時支援事業

・点字・声の広報等発行事業

・手話奉仕員養成事業

・身体障害者用自動車改造助成事業

・経過的デイサービス事業


【豊川市次世代育成支援対策地域行動計画】

	策定年次
	平成17年３月

	計画期間
	平成21年度までの５か年

	基本理念
	はばたけ　未来へ　豊川っ子！

	計画の体系
	１　地域における子育ての支援

《地域における子育て支援サービスの充実》

子育て支援サービスの充実、子育て支援事業に関する情報の提供、相談

及び助言並びにあっせん、調整及び要請等

《保育サービスの充実》
住民が利用しやすい保育サービスの提供、保育園の耐震化の促進、老朽

化した民間保育園の建替えの促進

《家庭や地域の教育力の向上》
子どもの発達段階に応じた家庭教育に関する学習機会や情報提供、子育

てに関する意識啓発

２　母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進
《子どもや母親の健康の確保》
乳幼児健診、新生児訪問、両親学級等の母子保健における健診診査、訪

問指導、保健指導等の充実、妊婦に対する出産準備教育や相談の場の提供、子どもの事故予防のための啓発

《「食育」の推進》
発達段階に応じた食に関する学習の機会や情報の提供、妊産婦等を対象

とした食に関する学習の機会や情報の提供
《思春期保健対策の充実》
性や性感染症予防に関する正しい知識の普及、専門家による相談体制の

充実、喫煙や薬物乱用についての予防教育の強化

《小児医療の充実》
小児医療の充実・確保、県近隣市町村及び関係機関との連携による小児

救急医療の充実・確保

３　児童の健全育成に向けた環境の整備
《児童の健全育成》
放課後や週末等の居場所づくりの推進、地域資源を活用した子どもの多

様な体験活動の機会の充実、親子のふれあいの機会の提供、中学生・高校生の活動拠点とその積極的な受入れと活動の展開

《次代の親の育成》
家庭を築くこと及び子どもを生み育てることの意義に関する教育・広

報・啓発、中学生・高校生に対し乳幼児とふれあう機会を広げるための取組みの推進
《子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境の整備》
学校の教育環境等の整備


	計画の体系
	４　子育てを支援する生活環境の整備
《良質な住宅と居住環境の確保》
良質な居住環境の提供のための土地区画整理事業の促進、広くゆとりあ

る市営住宅の提供、良質なファミリー向け賃貸住宅の供給の促進

《安全な道路交通環境の整備》
幅の広い歩道の整備の推進

《安心して外出できる環境の整備》
バリアフリー化の推進、公共施設等へのベビーベッドやベビーチェアの

配備、子育て世帯が安心して利用できるトイレの整備、誰もが暮らしやすく安心して外出できる環境づくりの推進

《安全・安心まちづくりの推進等》
通学路の防犯灯の整備、犯罪等の防止に配慮した環境設計

５　職業生活と家庭生活との両立の推進
《多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し等》
労働者・事業主・地域住民等の意識改革を推進するための広報・啓発の

実施

６　子ども等の安全の確保
《子どもの交通安全を確保するための活動の推進》
警察・保育園・幼稚園・学校・関係団体等との連携・協力体制の強化、

総合的な交通事故防止対策の推進

《子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進》
学校関係者や防犯ボランティアによるパトロール活動の推進、防犯講習

の実施

７　要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進
《児童虐待防止対策の充実》
切れ目のない総合的な対策、関係機関・関係団体や地域との協力体制

《母子・父子家庭等の自立支援の推進》
地域の母子家庭等の現状把握、総合的な自立支援対策の実施

《障害児施策の充実》

妊婦及び乳幼児に対する健康診査の推進、教育支援体制の整備等の一貫

した総合的な取組みの推進、保育園や放課後児童健全育成事業への障害児の受入れの推進


【豊川市地域福祉活動計画】

	策定年次
	平成16年３月

	計画期間
	平成20年度までの５か年

	基本理念
	みんなでつくる支え合いのまち

	計画の体系
	１　小地域福祉活動推進組織づくり実施計画

町内福祉委員の配置、町内福祉会の組織化、地域福祉活動推進委員会の

組織化、地域福祉活動推進協議会の組織化、町内地域福祉座談会の開催、地域福祉活動計画の策定、地域福祉計画推進セミナーの開催

２　ボランティア活動の推進実施計画
ボランティア活動意向調査、ボランティア活動体験プログラムの開発、

ボランティア活動推進機能の強化、ボランティア活動推進計画の策定、ボランティア活動推進部会の設置、地域福祉活動推進セミナーの開催

３　福祉学習の推進実施計画
福祉学習意向調査、福祉学習体験プログラムの開発、福祉学習推進機能

の構築、福祉学習推進計画の策定、福祉学習推進部会の設置、地域福祉活動推進セミナーの開催

４　総合的な相談活動の推進実施計画
なんでも相談（総合相談）、相談活動学習プログラムの開発、相談活動

推進機能の構築、相談活動推進部会の設置、地域福祉活動推進セミナーの開催

５　地域生活支援活動の推進実施計画
地域福祉懇談会の開催、あったらいいな支え合いアイディアの募集、地

域生活支援活動体験プログラムの開発、地域生活支援活動推進機能の構築、地域生活支援推進計画の策定、生活支援活動推進部会の設置、地域福祉活動推進セミナーの開催

６　小地域福祉活動への支援実施計画
地域福祉活動推進組織づくりへの支援、ボランティア、相談、生活支援

活動や福祉学習への支援、地域生活支援活動の調整支援、地域福祉活動総合情報誌の発行


４　計画期間

計画の期間は、平成20年度から平成24年度までの5年間とします。

	
	平成20

年度
	平成21

年度
	平成22

年度
	平成23

年度
	平成24

年度

	豊川市地域福祉計画
	
	
	
	
	

	豊川市老人保健福祉計画・

介護保険事業計画
	
	
	
	
	

	豊川市障害者福祉計画
	
	
	
	
	

	豊川市障害福祉計画
	
	
	
	
	

	豊川市次世代育成支援対策
地域行動計画
	
	
	
	
	

	豊川市地域福祉活動計画
	
	
	
	
	


５　計画の策定体制

①　地域福祉計画策定委員会
構成：学識経験者、地域福祉に関する活動を行っている団体・事業者の代表者など　20名

役割：計画案の検討、審議

②　地域福祉会議

構成：策定委員所属団体や地域福祉活動推進委員会などの構成員　29名

役割：地域福祉に関する課題及び課題に対する解決策の検討

③　庁内策定チーム

構成：庁内関係部局（健康福祉部、企画部、消防本部、生活活性部、建設部及び教育委員会の関係各課）及び社会福祉協議会事務局の担当者

12名

役割：地域福祉に関する課題、課題に対する解決策及び計画案の検討

＜計画策定体制＞









住民の


支えあい





公的な


サービス





地域福祉の推進





協働による取り組みのイメージ　





共助








地域


（地域組織・活動団体）





力の結集


○近隣での助け合い


○地域組織による支援�








自助








住民


（個人・家族）





公助








行政





公的支援


○公的な福祉サービスの提供


○地域活動への環境整備、団体への支援





個人の努力


○自分や家族でできることは自分や家族で行う








　個別計画との関係





豊川市総合計画（地方自治法第２条第４項）





次世代育成支援


対策地域行動計画





障害者福祉計画


・障害福祉計画





老人保健福祉計画


・介護保険事業計画








地域福祉活動計画


（社会福祉協議会による計画）





地域福祉の基本的な理念





地域福祉を推進する上での施策・取り組み


・地域における福祉サービスの適切な利用の推進


・地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達


・地域福祉に関する活動への住民の参加の促進





地域福祉計画





地域住民等の参加








住民参加





地域福祉活動計画





住民参加の取り組み


民間活動の基盤整備





地域福祉推進の理念・方向性、地域の福祉課題・社会資源状況


（共有）





民間相互の協働による計画





地域福祉計画





行政・民間の協働による計画





第３期





第５期





第４期





第１期











後期





第２次





第２期





第３期





前期





地域福祉計画策定委員会





意見聴取





提言・報告











意見交換・


調整





庁内策定チーム





地域福祉会議





事務局：健康福祉部福祉課





資料提供





資料提供





現状把握


既存個別計画及び


地区別概況の整理








アンケート調査


20歳以上の一般市民


無作為抽出2,000人





地区懇話会


7中学校区毎に住民との


意見交換・グループワーク
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